
日常臨床での咬合器は調節機能の付いていない咬合器を使用するケースが多い

ですが側方運動時のチェックバイト、フェイスボウトランスファーなどしっかりとした

情報がある場合その再現を半調節性咬合器で行います。今回はその咬合器に触

れてもらい咬合器の大きな役割を伝えればと思います。

定員50名

１０:００~１２:００時 間 場所 新大阪歯科技工士専門学校
大阪市淀川区東三国6-1-13

内 容

参加費

半調節性咬合器の活用法

講師：前川 清和（大阪府歯科技工士会理事）

会員・学生 無料
未入会員 10,000円

申込み（FAX・メールのみ）・お問合せ

大阪府歯科技工士会事務局
06-6699-4400TEL

URL http://www.daishigi.org/

日技生涯
研修自由
4単位 大阪府歯科技工士会

研 修 会

06-6697-4100ＦＡＸ

２０１７年１０月２２日 日

MAIL kanri@daishigi.org


